
２年 「たし算とひき算の筆算（１）」 

                         坂綾 

１ 主張点  

（１）単元について 

   本単元の重点指導事項は、学習指導要領におけるＡ 数と計算の（２）加法、減法（イ）「数量の

関係に着目し、計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質を見いだしたりするとともに、そ

の性質を活用して、計算を工夫したり計算の確かめをしたりすること」である。また、２位数の加

減計算について、（２位数）±（２位数）の筆算の仕方や答えの確かめ方を考えたり説明したりする

ことを通して、計算の理解を深め、繰り上がりや繰り下がりのある筆算ができるようにするととも

に、生活や学習に活用しようとする態度を養うことをねらいとしている。本単元を通して、繰り上

がりや繰り下がりのある（２位数）±（２位数）や、（２位数）±（１位数）の計算の十進位取り記

数法を理解し、筆算で答えを求める計算力の基礎を身に付けることをめざす。また、この学習は、

３年生での（３位数）±（３位数）の筆算の計算の仕方を考える学習へと発展することになる。 

 

（２）指導について  

筆算の仕方（アルゴリズム）の習得には、形式的に学習するのではなく、①具体物による理解②

念頭でのイメージ操作による理解③筆算形式の記号的理解という段階をたどった丁寧な指導が必

要であると考える。筆算を初めて学習することを踏まえ、本単元では、①具体物による理解である、

計算棒を位取り板の上で操作させる数学的活動に重点を置いた指導を行う。それにより、筆算のア

ルゴリズムを無理なく習得できるようにしたい。 

加減の筆算形式では、十進位取り記数法の数の見方の理解が必要である。つまり、それぞれの位

を単位とする数が１０になると次の位に進むという考え方が大切である。そのために、１０や１を

それぞれの単位として考えて計算することや、１０のまとまりを意識するために、朝の時間には１

０のまとまりを意識できるようなミニゲームを行う。そうすることで、１０のまとまりを作って考

える良さに気付いたり、繰り上がり、繰り下がりの考え方につながるようにしたりできるようにし

ておく。さらに、計算の仕方をより確実なものにするために、数え棒の操作を繰り返し行うこと、

筆算の仕方を数え棒の操作跡（図）に示すこと、計算の仕方を言葉で唱えることを意識できるよう

にする。図・式・言葉それぞれの計算の仕方をつなぎ、計算方法の理解につなげられるようにする。 

 

２ 単元の目標 

   ２位数の加減計算について、（２位数）±（２位数）の筆算の仕方や答えの確かめ方を考えたり説

明したりすることを通して、計算の理解を深め、繰り上がりや繰り下がりのある筆算ができるよう

にするとともに、生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 

３ 学習指導計画（全１１時間 本時２／１１） 

（２位数）＋（２位数）で繰り上がりのない筆算 ・・・１時間 

（２位数）＋（２位数）で一の位が繰り上がる筆算 ・・・１時間（本時） 

（２位数）＋（何十）の筆算、一の位が空位になる筆算 

（２位数）＋（１位数）の筆算、（１位数）＋（２位数）の筆算 

・・・１時間 

加法の交換法則、たし算の答えの確かめ、練習 ・・・２時間 

（２位数）－（２位数）で繰り下がりのない筆算 ・・・１時間 

（２位数）－（２位数）で十の位が繰り下がる筆算 ・・・１時間 

十の位が空位になる筆算、（２位数）－（１位数）の筆算 ・・・１時間 

加減の相互関係、ひき算の答えの確かめ、練習 ・・・２時間 

学びのまとめ ・・・１時間 
 
 
 
 
 



４ 本時の学習指導 
（１） 目標 

数え棒を操作することを通して（２位数）＋（２位数）で一の位に繰り上がりのある筆算の仕方
を考え、筆算をすることができる。 

 

（２）本時の学習指導 

学習活動 児童の意識の流れ 教師の支援 

１．前時の振り返り

をする。 

 

２．本時の学習課題

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

３．数え棒を使って

筆算の仕方を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．筆算の仕方を確

かめる。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

５．練習問題をする。 

 

６．振り返りをする。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の繰り上がりのない

筆算の仕方を掲示してお

き、筆算の仕方を思い出

せるようにしておく。 

○前時の問題との違いを考

えさせ、板書した誤答の

横に児童が困っているこ

とを書くことで、本時の

学習課題の見通しをもた

せ、意欲をもって学習に

取り組めるようにする。 

〇数え棒を操作して考える

とき、１０のまとまりを

意識できるようなヒント

カードを用意しておくこ

とで、１０のまとまりに

して考えることが難しい

児童の支援になるように

する。 

○児童同士で新しく学習し

た「繰り上がる」という

言葉を使いながら、数え

棒による具体的操作を通

して確認することで、「繰

り上がる」の仕組みを確

実に捉えさせることがで

きるようにする。 

○筆算の形で表すとき、十

の位、一の位という言葉

を板書とノートの中で示

すことで、位を意識して

計算を進めることができ

るようにする。 

○操作跡（図）、筆算、言葉

の３つがつながるよう

に、板書では、横並びに

配置する。 

○練習問題はタブレットで

送り、自分のペースで練

習問題ができるようにし

ておく。 

 

☆筆算の言葉や計算方法、

数え棒の操作を友だち同

士で確認し合うことで、

学習内容の理解が確実な

ものになるようにする。 

 

（評）繰り上がりのある足

し算の筆算の計算の仕方

を言葉や数え棒を使って

説明することができる。 

一のくらいで できた１０のまとまりは 十のくらいに 1 くり上がる。 

３４＋１２の計算の筆算の仕方を数え棒を使って考えた

よ。①位をそろえて、たてに並べる。②一の位の計算をす

る。③十の位の計算をする。筆算のきまりを使うと簡単に計

算できたよ。 

 

 

 自分も友だちも「繰り上がる」という言葉を使いなが
ら、計算の仕方を説明することができたよ。 

一のくらいを たして できた１２は、 どうしたらいいのだろう。 

一のくらいが１２になって、２つの数字が入ってしま
いそうだよ。どうしたらいいのかな。 

自分や友だちが、「１繰り上がる」という言葉を使って
計算の方法を説明することができるか、チェックしてみ
よう！ 

まずは、数え棒を使って考えたいな。 

 ４に８を足したら、１２になって、１０のまとまりが
１つできるから、十の位に１ひっこす。だから、十の位
は１０のまとまりが全部で６つになる。一の位は、ばら
の棒が２本残ったから、答えは６２だな。 

最初は一の位の計算だね。４に８を足したら、１２に
なって、１０のまとまりが一つできるよ。 

 次は、 
・もっと大きな数の筆算にもチャレンジしたいな。 
・繰り上がる筆算をたくさんしたいな。 
・繰り上がる筆算を自分の力だけで計算したいな。 
・もっとすらすら計算できるようにしたいな。 

３４ 
＋２８ 
 

① 一の位は４＋８＝１２。 
② 十の位に１くりあげる。 
③ 十の位はくり上げた１とで、 

１＋３＋２＝６。 
だから、答えは６２。 

次は、計算の方法を筆算や言葉で考えてみたいな。 

今日も、筆算のきまりを使うと計算ができそうだ。 

 一の位をたして、答えが１０をこえるとき、１０のま
とまりが十の位に引っ越すことを「繰り上がる」と言う
のだな。 

 １０のまとまりは一の位にいることができないから、十の位
に引っ越さないといけないな。 

１ 
３４ 

＋２８ 
 ６２ 

数字が変わっても計算できるかな。 

５１２ 



５ 指導案を読んで 

本時の導入では、前時に価値付けた筆算の仕方を確認したうえで問題提示することで、前時との違い

を明確にして本時の学習課題に迫っている。その際、教師が誤答を示すことで、学習課題の焦点化と学

習意欲の高揚が図られている。指導においては、①具体物による理解②念頭でのイメージ操作による理

解③筆算形式の記号的理解という段階をたどることを大切にした展開となっている。その際、位取り板

の上で計算棒を操作するなどの数学的活動を通して、具体的に筆算の方法や繰り上がりの仕組みを理解

できるようにすることが大切である。また、10 のまとまりを意識した数学的活動は、「単位の考え」を

育成するうえで重要な活動となる。本時でも、既習事項を基に計算棒を操作し、その手順を筆算の仕方

につないだり、筆算で行う手順の意味を確かめる活動を設けたりしている。その際、図（操作跡）、筆算、

言葉を横並びに配置する構造的な板書により、操作と筆算の計算と言葉による説明を関連させて行き来

することで確実な理解が図れるように工夫している。さらなる理解を図るためには、十の位から計算す

ると計算の修正が必要になり計算が煩雑になることに気付かせ、前時に価値付けた一の位から計算する

ことの意味とその良さについて実感させることも考えられる。 


